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まえがき 

この規格は，産業標準化法第 16 条において準用する同法第 12 条第 1 項の規定に基づき，公益社団法人

地盤工学会（JGS）から，産業標準原案を添えて日本産業規格を改正すべきとの申出があり，日本産業標

準調査会の審議を経て，国土交通大臣が改正した日本産業規格である。これによって，JIS A 1216:2009 は

改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。国土交通大臣及び日本産業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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土の一軸圧縮試験方法 

Method for unconfined compression test of soils 

 
序文 

この規格は，1958 年に制定され，その後 6 回の改正を経て今日に至っている。前回の改正は 2009 年に

行われたが，前回改正からの用語の変更などに対応するために改正した。 

なお，対応国際規格は現時点で制定されていない。また，技術上重要な改正に関する旧規格との対照を

附属書 A に記載する。 

 

1 適用範囲 

この規格は，拘束圧を受けない状態で自立する供試体の一軸圧縮強さを求める方法について規定する。

主に乱さない粘性土を対象とするが，練り返した試料，締固めた土，砂質土などの自立する供試体にも準

用できる。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS A 0207 地盤工学用語 

JIS A 1203 土の含水比試験方法 

JIS B 7503 ダイヤルゲージ 

JIS B 7507 ノギス 

JIS Z 8401 数値の丸め方 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS A 0207 によるほか，次による。 

3.1 

プルービングリング 

圧縮力又は引張力の大きさをリングの変形量から測定する荷重計。 

3.2 

破壊ひずみ，f 

最大圧縮応力のときの圧縮ひずみ。 

3.3 

変形係数，E50 

最大圧縮応力の 50 %における応力－ひずみ曲線の割線勾配。 


